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埼玉県北部に位置する深谷市は、 古代には武蔵国に属し、 榛澤郡・幡羅郡· 男袋

郡の3郡にまたがっていたと考えられています。

平成3年の発掘調査では、 榛澤郡役所の一部と想定される倉庫群跡が、 中宿遥跡

から検出されました。 県内初の発見例であることから、 「中宿古代倉庫群跡」とし

て県指定史跡となりました。

今回報告する熊野遺跡は、 この中宿遥跡の南に隣接しています。 これまでの170次

におよぶ発掘調査の結果、 7間X3間の掘立柱建物跡をはじめとする大規模建物群

や竪穴住居跡などとともに、 道路状瑣構•連房式鍛冶工房• 石組井戸など特殊な遺

構も検出されました。 さらに、 役人が使用したと考えられる帯金具や円面硯なども

数多く出土しており、 熊野遥跡は役所的機能を有していたことが想定されています。

本報告書は、 個人住宅建築に先立ち平成19年に実施した熊野還跡163次調査の成

果をまとめたものです。 狭小な調査範囲でしたが、 住居跡から帯金具や円面硯が検

出され、 遺跡の性格を考える上での貴重な資料を追加することができました。 本書

が学術 ・ 教育関係はもとより、 文化財の保護・保存の啓蒙• 普及を図る資料として

広く活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、 発掘調査から報告書作成まで、 多大なるご理解とご協力を

賜りました関係各位・諸機関に心より御礼申し上げます。

平成22年3月

深谷市教育委員会
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例 言

1. 本書は、 埼玉県深谷市岡に所任する熊野遺跡の、 平成19年に国庫補助事業として実施した第163

次発掘調査の成果をまとめたものである。

2. 文化財保護法第93条の 1 第 2項に基づく事業者宛の指示通知は、 次の通りである。

平成19年 5 月 7 日付 教文第 3 -60号

3. 文化財保護法第99条第 1 項に基づく発掘調査の通知は、 次の通りである。

平成19年 4 月26日付 深教生発第119号

4. 発掘調査は、 鳥羽政之• 竹野谷俊夫が担当し、 平成19年 5 月1日～平成19年 5 月29日にかけて

実施した。
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出土品の整理及び実測・観察表の作成は、 竹野谷俊夫が行なった。

図版作成は、 宮本直樹と竹野谷俊夫が行った。

7. 本書の執筆は、 宮本直樹が行なった。

8. 本書に掲載した資料は、 深谷市教育委員会が保管している。

凡 例

1. 発掘調査位囮図は岡部町全図(1 / 10,000) 及び岡部町平面図(1/ 2. 500)

国土地理院発行『本庄』(1/ 25, 000) を使用した。

を、 遺跡分布図は

2. 遣構実測図は、 現場では基本的に1/ 20 、 カマド実測図を1/ 10 とし、 本書掲載の段階で1/

60及び1/ 30とした。 追物については、 基本的に1/ 3 で掲載した。

3. 図中の方位は、 座標北を示す。

4 遺物観察表の数値に（ のあるものは推定値、《 》のあるものは残存値を示す。

5. 土恩断面図及びエレベ ー ション図のスクリーントーン（斜線）は、 地山を示す。 また、

数値は、 標高値を示す。

6. 遺構実測図中の英数字は、 以下を表す。

SJ 竪穴住居跡

図中の
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ー発掘調査の経緯及び経過 ‘゜

1 . 発掘調査の経緯

埼玉県北部に位置する深谷市は、 埋蔵文化財の宝廊

として古くから知られてきた。 なかでも、 縄文時代草

創期の土器を出土した西谷造跡や 、 弥生土器で知られ

る上敷免追跡、 重要文化財に指定された緑釉手付瓶を

出土した西浦北遺跡など、 著名な遣跡が多い。

熊野逍跡は、 深谷市の北西に位置する。 JR 福崎線

岡部駅のすぐ北西にあたり、 県道蛭川普済寺線と国道

17号線に挟まれた範囲である。 近年までは駅から少し

離れると家も少なく、 畑が多く残っていた。 しかしな

がら 、 『岡中央土地区画整理事業』が平成元年に立ち

上がり、 事業が進展するに伴い景観が激変しつつある。

この区画整理事業に先立つ発掘調査は、 平成4年度

から始まり、 調査件数は急増した。 それ以前の熊野遺

跡における調査は、 岡部西小学校及び岡部西幼稚園建

設に伴い4次の調査が実施されていたにすぎなかった

が、 平成4年度以降は現在までに163次に及ぶ発掘調

査が実施されている。

調査の結果 、 竪穴住居跡700軒、 掘立柱建物跡150棟

を始めとして、 石組井戸・道路状迪構•土橋状逍構を

伴う大溝•連房式鍛冶工房など特殊な追構も多数検出

された。 遺物では、 多械の土器類のほかに、 帯金具・

円面硯・唐三彩•和同開称・刻字紡錘車など一般の集

落では見られない出土品が注目される。

今回報告する発掘調査は、 個人住宅建築に先立ち 、

平成19年度に実施したものである。

まず、 平成19年 3 月20日に、 裔橋和博氏（以下、 「事

業主」と記す）から、 埋蔵文化財の所在についての照

会が深谷市教育委員会（以下「市教委」と記す） にあっ

た。 市教委では、 埋蔵文化財包蔵地図により開発予定

地が熊野逍跡の範囲内であることを確認し、 迫構の存

在の有無を確認するための試掘調査が必要である旨を

書き添えて、 3月26日に事業主に書面にて回答した。

その後、 4 月 2 日に試掘調査依頼書が事業主から提出

されたので、 4月16日に試掘調査を実施した。 調査は、

敷地内において 1 本のトレンチを設定した。 調査の結

果 、 竪穴住居跡3軒を確認した。

これを踏まえ、 市教委と事業主で協議を頂ねた結果 、

工事の変更は不可能であり辿跡の破壊は免れないた

め、 記録保存のための発掘調査を市教委が実施するこ

とで調整を進めた。 事業主もこれを了承し 、 平成19年

4 月23日付けで文化財保護法93条の 1 第 2 項に基づく

埋蔵文化財発掘の届出が、 市教委を経由して埼玉県教

育委員会教育長宛に提出された。

これを受けた市教委では、 文化財保護法99条の1に

基づく埋蔵文化財発掘調査の通知を所定の手続きを経

て、 平成19年4月26日に埼玉県教育委員会教育長へ提

出した。

埼玉県教育委員会教育長からの埋蔵文化財発掘届に

対する事業主宛の指示通知は、 平成19年 5 月 7 日付け

教文第 3 -60号においてなされた。

実際の発掘調査は、 平成19年 5 月 1 日に開始し、 同

年5月29日まで実施した。

2. 発掘調査・整理報告の経過

(l) 発掘調査の地番及び辿跡番号

熊野追跡の埼玉県遺跡登録番号は、 No.63-017であ

る。

調査地点の地番は、 深谷市岡字中通273番地5、 279

番地1、 6である。 岡中央士地区画整理事業では、 49

-1 街区 4 、 5 画地となる。

熊野迪跡では、 先述のとおり過去に多数の調査が実

施されてきた。 深谷市が行なったものと（財）埼玉県埋

蔵文化財調査事業団が実施したものを合わせると、 現

在170地点に及ぶ。

今回報告分は、 平成4年度以降実施した調査のうち

163次調査と命名したものである。

(2) 表土除去

発掘調査は、 5月1日から着手した。 作業は、 まず

パックホー 0. 25による表土除去から始めた。

表土から25 ....... 40cm掘り下げると黄褐色ロ ー ム府が

表れたので 、 これを遺構確認面とした。

同日午後には、 プレハブ・トイレの搬入が修了した。
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(3) 追構確認•基準点測量
3. 発掘調査・整理,.• 報告書刊行の組織表土除去終了後、 調査補助員による追構確認作業を

実施した。 その結果、 竪穴住居跡6軒を確認した。 (I) 発掘調査（平成19年度）

教育長 猪野 幸男

(4) 遺構掘り下げ及び図化作業 教育次長 石田 文雄

迫構の掘り下げは、 調査区南西の1号住居跡から始 次 長 中村 信雄

めた。プラン確認により2軒の重複が想定されたので 、 課 長 澤出 晃越

断面観察のためのベルトを3本設定し、 これを残しな 主 幹 武井 茂

がら掘り下げを進めた。 途中 、 2軒のプランと新旧関 課長補佐 関根 代次

係が判明したので、1号住居跡をaとbに振り分けた。 係 長 古池 晋禄

また、 遺物は極力原位置を保つように注意を払った。 主 且木 森下昌市郎

基準点測徴は、 まず仮杭を設定し、 その後トランシッ II 鳥羽 政之

トにより杭打ちを5月7日に実施した。 その後、 住居 JI 邸村 敏則

床面を検出した段階で、 埋没状況を調べるための断面 主 任 知久 裕昭

観察を実施し、 1 / 20の縮尺で図化した。 主事補 幾島 審

その後ペルトをはずし、 辿物の出土状況の写真撮影 臨時職員 竹野谷俊夫

を行い、 1 / 20の縮尺で図化した。 II 伊藤万里子

追物を取り上げた後、 床面の精査を行い、 柱穴· 壁 II 黒澤 恵

溝などを検出し、 掘り下げを実施した。 さらに 、 カマ ＂ 佐藤 由江

ドの調査が終了したところで、 完掘状況の写真撮影を II 布施みゆき

実施し、 別の竪穴住居跡の掘り下げを開始した。 発掘調査参加者

他の住居跡も同様に調査を進めた。 全ての追構の掘 安斎 澄子 大野かね子 大野りつ子

り下げが終了した時点で 、 調査区全体の写真撮影を実 粂原 恭子 田岨 幹弘

施し、 その後に全測図を作成した。

調査の全工程が終了し、 機材・ プレハブ等の撤収が (2) 整理・報告書刊行（平成21年度）

完了したのは、 平成19年5月29日のことであった。 教育長 猪野 幸男

教育次長 石田 文雄

(5) 盤理・報告 次 長 島崎 保

発掘調査で検出された辿物の水洗．接合は、 平成21 課 長 澤出 晃越

年5月より開始した。 これと並行して、 図面の賂理作 課長補佐 吉羽 厚仁

業を行なった。 逍物の実測は、平成21年7月から行い、 係 長 村松 篤

併せて図版の作成を行なった。11月以降原稿を執筆し、 主 査 宮本 直樹

大屋印刷株式会社に入稿したのは22年2月のことで 主 任 荻野 直美

あった。 II 知久 裕昭

その後3回の校正を行い 、 報告書の印刷が完了した 主 事 幾島 審

のは、 平成22年3月26日のことである。 主事補 飯島 峻輔

臨時職員 竹野谷俊夫

＂ 伊藤万里子

II 北本ゆかり

II 佐藤 由江

” 布施みゆき
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遺跡の地理・歴史的環境

1 . 地理的環境

深谷市は、 埼玉県の北部に位置し、 市内をJR麻崎線、

関越自動車道などが通る。

熊野辿跡は、 深谷市岡字熊野他に所在する。 JR高崎

線岡部駅の北西に位附し、 東西1. 300m、 南北I. 000m 

の範囲に及ぶ。 近年は市街化が進んでいる。

遺跡は、 櫛引台地の北部に立地する。 南部には標高

116mの山崎山とこれに連なる諏訪山が存在する。 遺

跡の中心から600m北は崖線となり、 比高差20mをもっ

て妻沼低地へ移行する。 また、 櫛引台地の西は藤治川

により区分され 、 本庄台地と接している。

2. 歴史的環境

熊野遺跡の立地する櫛引台地北部は、 早くから開発

が進み 、 これらに伴う発掘調査の結果 、 縄文時代～中

世に至る様々な迪構・造物が検出されている。

縄文時代では、 西谷遺跡から押圧縄文・爪形文土器

などが検出され、草創期の土器として注目されてきた。

逍構では、 四十坂逍跡で前期の竪穴住居跡が、 水窪追

跡や菅原逍跡から中期の住居跡が、 上宿逍跡で後期の

敷石住居跡が検出されている。

弥生時代では、 四十坂遣跡より縄文晩期～弥生初期

の土器群が出土し 、 弥生初期のまとまった費料として

早くから注目されてきた。 その後、 平成2年の発掘調

査では、 再葬臨や土坑墓群が検出された。

古坑時代に至ると、 遺跡数は急増し、 重要な遺構も

多数確認されている。

四十坂追跡からは、 五領～和泉期に至る方形周溝磁

群が検出され、 この段階から後期群集墳まで連綿と墳

墓が営まれていたことが知られる。 中でも四十塚古墳

は、 横矧板鋲留短甲•五鈴鏡板付轡などを出土し、 こ

れらの追物から5世紀後半の当地域の首長認と捉えら

れている。

その後、 6世紀代には、 やはり首長墓と想定される

寅稲荷塚古墳（前方後円瑣）が四十塚古瑣群内に出現

する。 これ以降、 首長墓は、 お手長山古瑣（帆立貝式

古墳）・内出八幡塚古横（円墳）•愛宕山古墳（方培）

と順次南東方向へ移動しながら単独で築造されたこと

が認められる。

この他に、 熊野辿跡の東に接する白山古墳群では、

6世紀代の古墳跡24基（円墳23、 帆立貝式古憤1)が

調査された。 弾琴埴輪や壺を捧げ持つ巫女の埴輪など

6体の人物埴輪が、 ほぽ完全な形で出土した。

なお 、 櫛引台地北部における古墳時代の集落は、 現在

のところ中宿追跡や上宿追跡など数か所が確認されて

いるに過ぎない。 この時代の集落は、 妻沼低地に立地

する砂田前逍跡・岡部条里迫跡や本庄台地上の六反田

追跡・大寄遣跡•宮西追跡などがあり、 櫛引台地以外

に分布の中心が認められる。

奈良～平安時代になると、 様相は一変する。 それま

で墓域として利用されてきた熊野遺跡内に、 突如集落

が営まれる。 これまでに163次に及ぶ調査が実施され、

700軒を超える竪穴住居跡、 150棟の掘立柱建物筋をは

じめ、 道路状遺構・大溝•石組井戸 •連房式鍛冶工房

など特殊な迫構が多数検出された。 また 、 円面硯•帯

金具•唐三彩の陶枕・緑釉段皿、 刻字紡錘車・陶製仏

殿•岡きカマドなど他の集落では見られない費重な遺

物も多数出土している。

なお、 集落の開始時期は、 131次調査1 · 2号竪穴

住居跡から出土した畿内産土師器の年代観から、 7世

紀第3四半期と考えられている。 さらに、 1次調査に

おいて検出された7間X3間をはじめとする大型建物

の存在から、 該期の熊野追跡は初期評家と想定されて

いる。

また、 櫛引台地縁辺部に位悩する中宿追跡からは、

大規模な総柱式建物跡20棟が規則的に配置された状態

で検出された。 榛沢郡家に伴う正倉跡と推定され、 7 

世紀後半の成立であることから熊野追跡との関連が想

定される。 これと前後して台地直下には 「滝下大溝J

が掘削された。 その北側には条里遺構が検出されたこ

とから、 灌漑と運河の機能を併せ持っていたことが考

えられる。

さらに、 熊野迫跡の北東に位佃する岡造跡では、 8 

世紀第2四半期と考えられる蓮華文軒丸瓦などが多屈

に出土する範囲があり、 廃寺跡と推測されてきた。 平

成13年度に町教委が実施した確認調査により、 版築さ

れた基坦状逍構が検出された。 近接する住居跡から

「榛」の刻字瓦や「寺」と退掛された土師器坪も出土し、

寺院跡であることが立証された。

このように、 奈良～平安時代の櫛引台地北部は、 中

宿迫跡・熊野迫跡を中心として、 その周辺に集落や寺

院が展開していた状況が窺われる。

古代から中世にかけては、 まず岡部六弥太館跡があ

げられる。 方形に廻る堀跡や井戸 、 土塙墓などが検出

された。 同様な堀跡は、 熊野追跡と白山逍跡からも検

出され、 館跡に付属するものと推定されている。西龍ヶ

谷辿跡では、 軸を揃えて並んだ6棟の掘立柱建物群が

確認された。
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L 熊野逍跡 （律令期集落・官街・中世居館）

2. 中宿遺跡 （郡術正倉・律令期集落）

3. 滝下遺跡 （河川跡・律令期集落）

4. 岡廃寺 （寺院跡・古墳～律令期集落）

5. 岡部条里遺跡 （古墳集洛・条里水田・律令期居宅）

6. 砂田前・樋詰造跡（古墳～平安集落）

7. 白山造跨 （古墳群・律令期集落• 中世居館）

8. 新田造跡 （律令期集落）

9. 上宿造跡 （縄文・古校～律令期集落）

10. 四十坂迫跡 （縄文集落• 弥生再葬認・周溝墓•古墳群）

11. 原ケ谷戸直跡 （縄文・占憤集落• 古坦群）

12. 水在迫蹄 （縄文・古墳集落· 周溝硲· 古項群）

13. 新井逍跡 （律令期集落）

14. 東五十子追跡 （古墳•中世集落）

15. 六反田追跡 （古墳• 中世集落）

16. 大寄硝跡 （純文・弥生～律令期集蕗）

17. 西浦北辿跡 （縄文・古墳～律令期巣落）

18. 東光寺裏追跡 （純文•平安集落）
19. 榛沢六郎成消館跡（中世）
20. 石蒔追跡 （古墳～平安集落・周溝砥）

21. 地神祗遺跡 （古墳～平安集落）

22. 千光寺遺跡 （古墳群• 平安集落）

23. 西谷遺跡 （縄文）

24. 茶臼山追跡 （古項群）

25. 伝上杉館跨 （中世）

26. 山河聖天社 （中世）

27. 西龍ヶ谷追跡 （律令期集洛• 中世居館）

28. 伝岡部六弥太館跡（中世）

A 四十坂浅間山古校（円柑）

B. 飯稲荷塚古墳 （前方後円墳）

C. お手長山古坦 （帆立貝式古坑）
D. 前原愛宕山古墳 （方拍）
E. 内出八幡塚古瑣 （円瑣）

F. 四十塚古坑群 （古坑群）

第3図 周辺の遺跡分布
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m 発見された遺構と遺物

1 . 熊野遺跡の概要

熊野造跡は 、 櫛引台地北端部に展開する集落跡であ

る。 追跡の標高は55m前後であり、 南西から北東に向

かって緩やかな傾斜を有している。 追跡から北東へ約

600mで台地縁辺部に達し、 眼下には利根川及び小山

川により開析された妻沼低地が開けている。 沖梢地と

の比高差は、 約20m程である。 遺跡は 、 南北約1, OOOm、

東西約1. 300mを測り、 当地域最大の規模を誇る。

熊野辿跡は、 主として奈良• 平安時代～中世にかけ

て営まれた複合遺跡である。 それ以前の櫛引台地北部

は、 古墳群が造営される袋域であった。 熊野追跡内に

も、 終末期の帆立貝式古墳であるお手長山古墳と 、 こ

れに続くと考えられる内出八幡塚古瑣（円瑣）が築造

された。 その後7世紀中葉から後半にかけて、 遺跡が

形成されたことが、 これまでの発掘調査により明らか

となっている。

発掘調査は、 まず岡部西小学校建設に先立ち、 昭和

52年�54年に実施されたのが始まりである。 3次に

わたる調査の結果 、 奈良～平安時代を中心とした竪穴

住居跡83軒、 掘立柱建物跡 2 棟が検出された。 追物で

は、 円面硯や帯金具などの出土が注目される。

また、 平成 4 年度から始まった岡中央土地区画整理

事業に伴う発掘調査は、 現在までに163次にわたり実

施されている。 調査の結果 、 竪穴住居跡720軒、 掘立

柱建物跡160棟あまりが検出された。 このほか、 7間

X3 間の大型建物や、 大規模な石組井戸跡、 連房式鍛

冶工房、 大溝等が特箪される。 出土遣物では、 多鼠の

土器類のほかに、 帯金具・円面硯•唐三彩•和同開弥 ・

刻字紡錘車なども特箪される。 さらに、 鎌• 鋤先など

の農耕具や刀子などの鉄製品も多いが、 鉄鏃や小札な

どの武器・武具の出土も注目される。

更に、 これらと並行して実施された（財）埼玉県埋蔵

文化財調査事業団の 4 次の調査により、 竪穴住居跡

201軒、 掘立柱建物跡110軒、 道路状遣構 、 井戸跡 4 基

などが検出されている。 追物では 、 陶棺や置きカマド

なども出土している。

辿跡が形成されたのは 、 13]次調査1号・2号住居跡

から出土した畿内産土師器の年代観から 、 7 世紀第 3

四半期と推定される。 その後、 10世紀代まで集落が営

まれていたことが判明している。

中世では、 1辺が約95mの方形区画溝が検出されて

おり、 館跡の存在が想定される。 また、 現在までに2

箇所の墓城が確認されており、 多数の土城蕊から銭貨

やカワラケが出土している。 地下式坑も検出されてお

り、 深さ5mの規模を有するものもある。 さらに、 遣

跡の中ほどに「岡の五輪塔」が建ち、 市の指定文化財

となっている。

2. 発見された遺構と遺物

今回報告する発掘調査地点は、 深谷市岡字中通273

番地5、 279番地1、 6 (岡中央土地区画整理事業,19

街区4、 5画地）である。 平成4年度以降に実施され

た熊野逍跡における発掘調査では、 163次調査にあた

る。

調査により検出された遺構は、 奈良～平安時代の竪

穴住居跡6軒である。 1号住居跡については 、 2基の

カマドの存在から2軒の重複と考えて掘り始めたが、

当初はプランが判明できず、 切り合い関係の判明した

途中からaとbに分けた追物等取り上げた。

以下、 順を追って詳述する。

1 a号竪穴住居跡

調査区の中央に位置する。 大半をI b号住居跡に破

壊されているため、 規模は不明である。

確認できた束西辺で3. l5mを測り、 平面形態は長方

形ないし方形を呈すると想定される。 主軸方位は、 N

-45° -Eを示す。

壁はやや角度をもって掘り込まれ、 床面は若干の凹

凸をもつ。 確認面からの深さは、 23cm前後を測る。

カマドは、 北壁を削り出し構築されていた。 袖は粘

土の造り付けで 、 右袖58cm、 左袖50cmを測る。 燃焼部

は、 長さ76cm、 最大幅46cmを測る。 底面は平坦で、 煙

道に向かい緩やかに立ち上がる。

壁溝・ピットは、 確認できなかった。

追物は、 カマド内部から土師器の長胴甕 2 個体がつ

ぶれた状態で出土したのをはじめ、 その周辺から土師

器の坪• 皿 ・ 甕が出土した。 時期は7世紀末,...,3世紀

初期と考えられる。

-6-

.,. 

゜

．
 

＂ 口 .. 

• I 

． 
． 

• 
ヽ

． • ヽ

． 
ヽ

• 

｀ .. 



1 b号竪穴住居跡

調査区の南端に位散する。 1 a号竪穴住居跡と重複

し、 切り合い関係から本遺構の方が新しいことが確認

された。

住居の南コ ーナ ー周辺が調査区域外にあるが、 平面

形態は長方形を呈すると考えられる。 規模は、 南北4. 2 

m、 束西4.9mを測る。 主軸方位は、 N-63
°

-Eを示す。

壁は角度をもち掘り込まれ、 床面はほぽ平坦である。

確認面からの深さは、 40cm前後を測る。

ピットは、 西壁に接して2基が検出された。 ピット

1は、 直径46cm、 深さ20cm、 ピット2は直径43cm、 深

さ14cmを測る。

壁溝は、 全周すると推測され、 幅15 ....... 25cm、 床面

からの深さ4,.._, 6 cmを測る。

カマドは、 北壁を削り出し構築されていた。 袖は粘

土の造り付けで、 右袖30cm、 左袖55cmを測る。 燃焼部

は、 長さ70cm、 最大幅86cmを測る。 底面はほぼ平坦で、

煙道に向かい緩やかに立ち上がる。

出土迫物は、 西壁付近から比較的多く出土した。 土

師器の坪 ・ 甕•小型甕・台付甕、 須恵器の坪• 蓋•高

台婉•長頸瓶 ・ 甕、 土錘、 椀形滓、 磨痕石などが出土

した。 なお、 No.3は土師器の坪で、 底面に暴督が見ら

れる。これらの時期は8世紀第3四半期と考えられる。

2号竪穴住居跡

調査区の北東に位置する。 3号竪穴住居跡 ・ 4号竪

穴住居跡と重複し、 切り合い関係から本追構が最も新

しいことが確認された。

平面形態は長方形を呈し、 長軸4.7m 、 短軸3.3mを

測る。 主軸方位は、 N-68
°

-Eを示す。

墜は角度をもち掘り込まれ、 床面はほぽ平坦である。

確認面からの深さは、 38cm前後を測る。

ピットは、 4基が検出された。 最小のピット3は直

径36cm、 深さ25cm、 最大のピット1は直径53cm、 深さ

40cmを測る。

壁溝は、 全周して検出された。 幅24 ....... 32cm、 床面

からの深さ3,.._, 8 cmを測る。

カマドは、 北壁を削り出し構築されていた。 袖は粘

土の造り付けで、 右袖56cm、 左袖61cmを測る。 燃焼部

は、 長さ130cm、 最大幅58cmを測る。 底面は若干の凹

凸をもちながら、 煙道に向かい緩やかに立ち上がる。

出土遺物は、 カマド手前及び西壁付近から出土した。

土師器の坪 ・ 皿 ・ 鉢 ・ 甕•小型甕•台付甕、 須恵器の

坪 ． 蓋•盤 ・ 鉢・壺• 横瓶 ・ 甕、 鉄鏃 、 土錘、 磨痕石

などが出土した。 また、 帯金具の蛇尾の出士は注目さ

れる。 これらの時期は、 8世紀第3四半期と考えられ

る。

3号竪穴住居跡

調査区の北束隅に位佃する。 2号竪穴住居跡 ・ 4号

竪穴住居跡と重複し、 切り合い関係から4号住→3号

住→2号住の順に新しくなっていくことが確認され

た。

住居の北東部が調査区域外にあるため 、 全容は不明

である。 平面形態は長方形ないし方形を呈すると想定

され、 南北3.8m、 東西3. 3m以上を測る。 主軸方位は、

不明である。

壁は角度をもち掘り込まれ、 床面は若干の凹凸をも

つ。 確認面からの深さは、 40cm前後を測る。

ピットは、 床 面中央に1基 が 検出された。 直 径

50cm、 深さlヽ1cmを測る。

壁溝は、 確認できた範囲で検出され、 幅12 ...._, 20cm、

床面からの深さ8 --- I 0cmを測る。

カマドは、 調査区域内では確認できなかった。

出土した遺物は少なく、 図示でき得たのは土師器の

坪3点である。 時期は8世紀初頭と考えられる。

4号竪穴住居跡

調査区の北東隅に位厭する。 2号竪穴住居跡・4号

竪穴住居跡と重複し、 新l日関係については3号住居跡

で述べたとおりである。

住居の北部が調査区域外にあるため 、 全容は不明で

ある。 平面形態は長方形を呈すると想定され、東西3. I 

m、 南北3. Im以上を測る。 主軸方位は、 不明である。

壁は角度をもち掘り込まれ、 床面はほぼ平坦である。

確認面からの深さは、 44cm前後を測る。

壁溝は、 確認できた範囲で検出され、 幅JO....., J 2cm、

床面からの深さ5 cm前後を測る。

カマドとピットは、 調査区域内では確認できなかっ

た。

出土逍物は、 土師器の坪• 皿・器台 ・ 甕 ・ 小型甕、

須恵器の婉 ・ 蓋•盤 ・ 甕などが出土した。 時期は7世

紀後半と考えられる。
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第 4 図 熊野遺跡 163次調査全測図
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1号住居跡土M品明
1 賠茶褐色I: ローム粒多罰 ロームプロック少仇、 焼上粒• 炭化物粒微は含む．

2 暗茶褐色上 ローム粒多乱 ロームプロック ・焼土粒•炭化物粒少駄含む。

3 黒褐色J: ローム粒．燎土粒・炭化物粒多飢含む。 粘性ややあり 。

1 黒褐色上 ローム粒多扱、 焼土粒•炭化物粒少紐含む。 全体的に鉄分を多く含む。

5 暗黄渇色土 ローム粒• 白色粒・ ロームプロック(2-3 cm)多屈．
〇 暗茶褐色上 ローム粒・焼土粒・炭化物粒少fd、 ロームプロック微扱含む。

7 暗没褐色J: ローム粒・ ロー ムプロック多1il含む。 やや軟tt.

A
' ·—,.

三 。 2m 

第 5 図 1 号住居跡実測図
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1号住居跡カマドJ:IM説明
l 陪黄褐色I:
2 暗茶褐色土
3 黄褐色士
I 暗黄褐色上
5 昭汝褐色I:
6 暗黄褐色士
7 黒褐色土
S 暗褐色t
0 黒褐色土

＾ 

ロー ム粒多は、 焼上粒少且含む。
ローム粒・焼土粒少且含む．

黄褐色ロー ム主体。 粘性あり 。

ロ ーム粒・焼上粒·i及化物粒多m含む。 粘性あり ．

[J ー ム粒多屈含む。

ロ ーム粒多屈 、 焼七粒•炭化物粒少慎含む．

ローム粒少fぷ含む。 軟釘。

ローム粒・焼J:粒•炭化物粒少i1t含む。
8府に近似する．

。 Im 

第6図 1 a号住居跡カマド実測図

SJ2 kポ＼ ／ 吋

＼ l餞ゞ葛澤 1号住居跡カマド_l:/11説明
I 暗褐色l: ローム粒· 焼上粒・炭化物

粒を少屈含む．

2 暗黄褐色土 ロー ム粒· 焼士粒•炭化物
粒を多隕含む。

�� 
3 陪茶褐色土 ローム粒・焼上粒・炭化物—'.. 粒を少鼠含む。

4 県褐色上 ローム粒・焼土粒• 炭化物
粒を少泣含む。

5 暗黄褐色土 焼：t:プロック多瓜 、 焼土粒
• 炭化物粒を少屈含む．

6 暗茶褐色土 ローム粒多贔． 焼上粒・炭
化物粒を少杖含む．
やや粘性あり。

I' 噸鸞
E 

col a,
． 
I� "' 

-� 一L
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第7図 1 b号住居跡カマド実測図
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第8図 1 a号住居跡出土遺物実測図
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第10図1 b号住居跡出土遺物実測図(2)
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1 a号住居跡出土遺物観察表
番サ 器 桶 口径(cm) 器高(cm) 底径(CID〉

I 士師・ 坪 0 5 2. 6 
2 土師・ 坪 11. 3 3.-1 

3 上師・杯 12. 0 3.9 
I 土師・ 杯 (13. 2) (3. ,I} 
5 土師・坪 (10. I) 《2.9》
6 士師・ 杯 (12.8) 《2.8》
7 土師・ 坪 (14. 2) (3. 9) 
8 土師・ 坪 (15. 7) 《3. 8》
， 土師. Oil (lei. 8) (2. 7) 

10 上師· 甕 16. 7 19. 4 

ll 土師・甕 (22. 1) :l:l. ;J (,1. 7) 

12 土師・ 甕 22. 2 《29.8》

1 b号住居跡出土遺物観察表
番乃 器 種 口径(cm) 器高(cm) 底径(c11)

I 土師・ 坪 (11.3) (2. 7) 
2 土師・ 坪 (10. 7) (2. 6) 

:l 土師・ 杯 12. 4 :i. 0 

,I 土師・ 坪 (11. 8) 3. I 
� 土師・ 坪 (11. 7) (2. 7) 

(j 土師・坪 (12. 8) 2. 6 

7 土師・ 坪 (11. 8) (3. I) 
8 土師・ 坪 (l I. 8) (3. 6) 

り 土師・ 坪 (12. I) 2. 6 

JO 須恵・ 坪 (12. 5) 《3.2》
11 須恵・ 坪 (13, 9) 《3. I》
12 須恵・ 坪 (12. 8) 《3.2》
13 須忠· 坪 (I 2. 8) ((2. 9》

14 須恵・ 坪 《l.6〉〉 (7.5) 

15 須恵・坪 《I.I》 (8. 5)
16 須恵・ 坪 《I.2》 (7. 5) 

17 須恵・ 坪 (12. 5) 3. 9 6. 7 

18 須恵・杯 (12. I) 3. 6 6. 2 
19 須恵•高台l宛 《5. I》 (9. 9) 
20 須恵• 益 m .. n 《u》
21 須忠• 長頸瓶 《4.0》
22 須恵・甕

2:l 須恵・ 甕

2·1 須恵 ・ 痰

25 須恵・甕

26 須忠 ・ 甕

27 須恵 ・ 甕

28 土師・ 小型甕 (9. �) 《4. 4》
29 上師・小型甕 (11. 2) 《u〉)
30 土師・ 小型甕 (13, 3) 《5. 3》
:II 土師・台付甕 (12. 7) 《4. I》
32 上師・小型甕 m. �> 《6.2》
33 土師・ 台付甕
3,1 上師・ 甕 (19. 8) ((J J. .J》
35 土師・ 甕 (15. 8) 《16. l》
36 土師・甕 《21.2》 3. 7 
:J7 上師・甕 《3.6》 、l.3 
38 土師・台付甕 (11. 4) 《5.0》
3!/ 土師 ・ 甕 《3.I》 rn. o> 

40 土師・ 甕 《3.2》 (7. 5) 
,II 土師・甕 《3.5〉〉 (8. 8) 
12 土錘 長さ7.0CIU 幅I.3cm 孔径0.3cm 
13 土鏡 長さ6.7cm 稲I.3cm 孔径0. :lcm 
M 土錘 長さI.9cm 椛t.0cm 孔径0. 3cm 
�5 上錘 ，長さ4.5cm 幅t.2cm 孔径0. 1cm 
�16 上錘 長さ3.0cm 幅I.0cm 孔径0.3cm 
17 土錘 長さ3. 0cm 幅I. OCID 孔径0. 3cm 
18 土錘 長さ3. 8cm 幅I. ICIQ 孔径0. 3⑳ 

19 椀形滓 長さ7.;Jcm 幅Ii.0cm 屈さ3.2cm 

50 鉄滓 長さ�- 9cm 幅：l. 7cm 屈さ2. 0cm
51 )fj痕石 長さ16. 1cm 幅9.1cm 厄さ5.•I四

色調 焼成
橙褐色 良好
杞色 枡通

にぶい橙色 普通
橙色 抒通

灰茶褐色 舒通
灰橙色 普通

灰橙褐色 普通
明橙色 将通

灰橙褐色 普通
灰褐色 普通

にぶい橙褐色 普通

にぷい橙褐色 将通

色調 焼成
灰橙褐色 普通
橙褐色 普通

暗赤褐色 良好

灰橙色 舒jffi
橙褐色 精通

灰橙褐色 普通

にぷい橙褐色 普通
灰橙褐色 将通

にぷい橙褐 粋通

灰色 良好
明灰色 普通
灰色 良好

貨灰色 不良

明灰色 将通

明灰色 将通
明灰色 良好

明灰色 抒通

にぷい黄灰色 不良
灰黄褐色 やや悪
灰白色 不良
明灰色 舒通
灯灰色 良好· 堅緻

明灰色 良好

明灰色 良好

明灰色 舒通

灰黒色 良好

灰黒色 良好

灰赤褐色 普通
暗赤褐色 普通

にぶい褐色 普通
にぷい赤褐色 抒通

灰赤褐色 やや悪
橙褐色 怜通
橙褐色 普通

暗赤褐色 普通
橙褐色 将通

灰赤褐色 普通
にぶい黄赤色 普通

黒褐色 将通
茶褐色 抒通
黒褐色 普通

頂さ9. 8g 抒通
爪さ9. 7g 仔通
瓜さ4.3g 舒通
頂さ5.6g 粋通
重さ2. 7g 普通
用さ2.8g 普通
追さ4. lg 杵通

直さ158.9g 磁芍度弱

爪さ.t6. lg 磁沼度弱
重さ1260g 石団砂岩

-15-

胎土
菰母． 微砂粒
石英 、 角閃石砂粒
石英 ． 角閃石．砂粒
石英 、 角閃石 、 微砂粒

角閃石 、 微砂粒
石英、 fi100石 、 砂粒
石英 、 角I月石（精良）
石英 、 角閃石 、 微砂粒
石炎、 角閃石 、 微砂粒
石英、 長石 、 角l刈石 、 砂粒
石

バ
英 、 長石

砂
、

粒
角閃石 、 雲対、

ミス 、

石炎、 裳母、 角OO石 、 砂粒

胎上
6炎 、 角I刃石
石英．角IJIJ石，某母

石英．角IJIJ石

石英 、 角閃石
石英角閃石 、 微砂粒
石

砂粒
英 、 角閃石 、 チャー ト．

石英 、 角閃石
長石 、 角閃石
石

砂
英
粒

、 角OO石會 チャ ー ト．

石英 、 長石 、 黒色粒
石英 、 長石 、 黒色粒、片岩
石英 、 長石、黒色粒
石英 、 長石 、 片岩 、 黒色粒

石英 、 長石 、 黒色粒

石英 、 長石 、 黒色粒
石英 、 長石 、 針状物

石英 會 長石 ． 瓜色粒

石英 、 長石 、 片岩， 微砂粒
石英 ． 長石 ． 黒色粒
チャ ー ト、 片岩 、 砂粒
石英、 長石 、 9ヤ岩
長石 、 細礫

長石 、 細礫

石英 、 長石 、 黒色粒

石英 、 長石 、 黒色粒

石英 、 長石

石英 、 長石 、 細礫

石英 ． 角閃石 、 露母、 砂粒
石英 、 角閃石 、 毀母 。 砂粒
石英 、 角閃石 、 砂粒
微砂粒 、 針状物
槃母 、 微砂粒
石英 、 角閃石 、 砂粒
石英、 角閃石 、 笈母、 砂粒
石英 ． 角I刈石 、 砂粒
石英、 長石 、 角l閃石 、 雲母
石英 、 角閃石 、 砂粒
石英 、 角閃石 、 パミス 、 砂粒
石英 、 微砂粒
石英、 角閃石 、 バミス 、 砂粒
石炎、 長石、パミス
精良
精良
精良

微砂粒
精良
粕良
籾良

残併率
99% 
90応
70芯

図示20%
図示10%
図ホ20:t

25箕
図示20%
図ホ10%

80% 

80% 

90% 

残存率
図ホ25匁
図示20%

soi 

30匁
図示30%

�5鸞

図示40%
図示25:t:

35%

図示40%
図ホ10匁
図ホ10災
固,r-lO駕

図示20%

図示20駕
図示10%

りO駕

50, 
図ホ15�
図示LO%
図示15:t

破片

破片

破）ヤ

破片

破片

破片

図n,20名
図示30芦
図示20駕
脳ホ25笈
図示20箕
図示70駕
図示60駕
図示30t
図ホ60%
図示30%
図示15%
図ホ35%
図示10%
図示15:li

JOO% 
99災
99匁
70沿
50駕
50t 
60% 

紺 考
図；1, 
カマド
図ホ
殺上
覆t
覆土

覆土
覆土
覆土
図ホ

カマド図示

カマド図示

佃 考
覆土
覆上
図「
本

示
」
、 庇部 外 面に艇因あり
か

覆土
預土

覆上

覆上
覆土

覆士 、 内面放射状暗文

覆土 、 火I畏痕 、 未野

授土 、 末野
覆上 、 末野
覆上 、 磨滅あり 、 未野
覆澤痕土

、
、 底木

野
部周辺回転箆 火

覆土｀末野
円土．底郎全面回転箆 、 南比企

住図示と、接底合部
、

周未辺
野

回転箆 、 5号

覆土 ． 底部全面回転箆、 末野
投 土、 末野
覆土、附滅あり 、 末野
没土、 木野
覆土． 末野

授育海土．波 外
叩
而

き
平

、
行
末野

叩 き 、 内面

覆
I附
土海

、波
叩
外 面

き
平
． 行

末
叩

野
き 、 内面

覆
背海
士、波11 外

1
1而き 、平行末叩

野
き 、 内面

背
図示

悔
、 外面 平 行

末
叩
野

き 、 内面波
叩 き 、

覆
-{
1土海、波 外 而平 行

末
叩き内而

叩 き 、 野
覆土
覆 土
覆 土

覆上
覆士 、 内 面に油脂状黒斑
預J:
図示
図示
図ホ
覆土
穫土
覆土
殺土
投土
カマド
覆上
覆上
覆士
援土

覆土
祖土

図泡
土
、 下、 面

上は面縮は 平緬坦
状

でやや発

覆上 、 長而若干発泡
図示、 被熱あり
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2匂住居跡土屑説明
I 暗黄褐色J: ロー ム粒を多屈、ロームプロック ・ 炭化物粒 ・ 焼J:粒を少偵含む。

2 暗茶褐色土 ローム粒·焼土粒·炭化物粒を少れ含む。

3 暗茶褐色上 ローム粒を多Q、統土粒•炭化物粒を少爵含む。

4 暗黄褐色土 ロー ム粒を多位、焼土粒 ・ 炭化物粒を少扱含む。
5 黒褐色土 ロー ム粒• 炭化物粒を多紅、 焼t粒を少Q含む。
6 暗黄褐色土 ロー ムプロック上体。 粘性あり 。

7 暗茶褐色土 ローム粒 ・ 焼土粒 ・ 炭化物粒を少拭含む。鉄分を含む。

8 暗茶褐色土 ロ ーム粒．燒土粒•炭化物粒を多駄含む。

9 賠黄褐色士 ローム粒 ・ 焼土粒•炭化物粒を少R含む。

10 暗貨褐色土 ロー ム粒を少杖含む。
II 暗黄褐色土 ローム粒を多駄、焼土粒•炭化物粒を少fil含む．
12 暗茶褐色上 ローム粒・焼土粒•炭化物粒を少凪含む。

13 暗黄褐色土 ロー ム粒を多杖、焼上粒•炭化物粒を少紐含む。

l」 暗黄褐色上 ロームプロックを多屈含む．
15 黒褐色J: ローム粒 ・ ロームプロックを多n含む。
16 黒褐色土 ローム粒 ・ ロームプロックを多憤含む。
17 暗黄褐色土 ローム粒・ロー ムプロックを多杖含む。
18 暗茶褐色上 ローム粒 ・ ロームブロックを多只含む。 3号住
19 黒褐色土 ロー ム粒を多M含む。 ｝ 

第12図 2号住居跡実測図
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2号I.I:@跡カマド土庖説明
l 暗茶褐色上 ローム粒多憧 、 焼土粒少fit含む．
2 暗茶褐色l: ローム粒多は、ロームプロック

少汎含む。
3 暗黄褐色土 ローム粒・ロームプロック多填

含む． 粘性ややあり ．

-I !ll褐色上 ローム粒· ロームプロック少lit
含む。

5暗黄褐色土 ローム粒を多i,\含む．
6 陪茶褐色J: ローム粒・焼上粒を多R含む。
7 暗茶褐色t ロ ーム粒を多以、 焼上粒• 炭化

物粒を少杖含む。
8賠灰褐色上灰褐色粘上プロック上体。

!I m褐色土 炭化物上体、焼上プロックを若
千含む．

10暗灰渇色上灰褐色粘上主体・ 焼土プロック
• 炭化物粒を少愴含む。

11 暗赤褐色七焼士プロックを多似ロー ム粒
を少i,\含む。

1m 

第13図 2号住居跡カマド実測図
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第14図 2 号住居跡出土遺物実測図(1)
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第15図 2号住居跡出土遺物実測図(2)
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第16図2号住居跡出土遺物実測図(3)
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第17図 2 号住居跡出土遺物実測図(4)

2号住居跡出土遺物観察表(1)
番号 器 種 U径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎上 残存率 I.iii 考

I 土師 ・ 坪 m.1> 《2. J)) 灰黄赤色 将通 微砂粒 図示mi 覆J:
l 土師 ・ 坪 (11 9) (3. 0) 灰褐色 粋通 石英 、 角I刃石 図ぷ13芯 覆土
：J 土師 ・ 坪 (12. 0) 《2. 6》 灰橙色 普通 石英、 角l灯石． 微砂粒 図ホ23匁 覆土
I 土師 ・ 杯 (12. 6) (2. 0) 灰橙褐色 粋通 石英 、 角l刈6、 バミス 図示lfi% 投七
� 土師・杯 (12. I) (3. I) 灰褐色 杵通 石英． 長石、 角閃石 35% 図ホ
6 土師 ・ 坪 (12. 2) 3. 2 灰凶赤色 普通 石炎 、 角閃石 、 微砂粒 :io:i. 投土
7 土師 ・ 坪 (12.8) 《2. 9》 灰黄赤色 粋通 石英 、 角l刈石 、 其母 図ホ30:t 覆上
8 土師 ・ 坪 (12. 7) 《2.8〉) 灰橙色 枡通 石英、 角閃石 、 微砂粒 図;1,2�% 疫上
り J:師 ・ 杯 <rn.O) (2. 7) 茶褐色 普通 イ1炎 ． 角閃石 図和�, 覆土

10 上師 ・ 坪 12. 7 3. 5 暗橙褐色 普通 石英 ． 角I月石 ． 砂粒 85% 図ホ
II 上師 ・ 坪 (12. 9) (3. I) 灰黄赤色 普通 石英、 角I刈石． 微砂粒 図ぷ2fi% 覆上
12 J:師 ・ 坪 (12. 7) (3. 2) にぶい黄赤色 普通 H英、 角I刃石 :l5% 投士
13 土師 ・ 坪 03. 0) (3. fi) 灰橙褐色 ft-通 石英，角I刈石．微砂粒 1oi 骰上
t,t 士師・坪 13. 6 3 .. , 灰黄赤色 普通 石英． 裳母 、 角閃石 、 赤色

粒 !JO芯 図示
15 土師 ・ 坪 12. I( 3. 7 灰赤褐色 挫通 6英 ． 角閃石． 坦図 75覧 図ホ
16 上師・坪 (J;l.6) (3. !)) 橙褐色 普通 石英 、 角閃石 ,15% 覆土
17 上師 ・ 坪 (13, 8) :u 貨赤色 梢通 石炎 ． 角閃石、 微砂粒 60% 覆上
18 土糾j. J;j, (13. 9} (2. 7) 橙褐色 粋通 石英 、 角閃石、 微砂粒 囮示l!i農 覆上． 内 面放射状暗文
10 :I: 師 ・ 鉢 17. ,, 5. 7 (8. 9) 橙褐色 普通 石英． 角閃石 ． チャ ー ト 50% 図示
20 土師·llll (16. 8) (2. 6) 灰黄赤色 普通 石英、 角閃石、 微砂粒 図示10% 覆土
21 須恵・坪 (It. 7) (〈2.6)} 明灰色 将通 石英、 及石 図示20:t t� 上 、 末野
22 須恵 ・ 坪 (13. 8) 《3. I》 にぶい行灰色 普通 石英、 長石 図ホ12% カマド 、 末野
23 須恵· 坪 (13, 8) 《3. I》 灰茶褐色 不良 石英．砂粒、赤色粒 図示25% 覆土 、 末野
21 須恵 ・ 坪 〈(2. �》 8. � 明灰色 良好 6炎、 長石 、 針状物 図示70駕 辺図示箆 ． 南

l号比住企と
、
接火合限、 痕底部周

25 須恵 ・ 薔 《2.8》 灰褐色 不良 石英、片岩、 竺屈微砂粒 図ぶ20% 覆土. I釦滅あり. -1'嬰f
26 須恵・壺 (20 .. I) 《l. I》 明灰色 普通 石炎． 長石、 坦母 図ぷ10% 覆土、末野
27 須恵 ・ 盤 明灰色 将通 石英、長石．バミス 破片 覆土、 末野
28 須恵・盤 明灰色 粒通 石英、 及石｀ バミス 破片 覆土 、 末野
29 須恵 ・ 盤 《I. 5〉) (22. 8) 灰色 普通 石英、 長石 図ホlO匁 投土、 末野
�o 須！↓j • 鉢 淡灰色 粋通 石炎 、 長石、 黒色粒 破片 投上、 末野
31 須恵・鉢 灰白色 やや悪 石英、 及石黒色粒 破）ヤ 脱上、末野
32 須恵 ・ 壺 13. :l 16. 2 7. ・l 灰色 良好 石英、 長伍 05% 図否

フー
、 外 而平行叩き後旧転

ナ 、 末野
33 須恵・甕 灰褐色 普通 石英、 長五煤色粒 破片 覆上、 頸部外 而にハケ日
ふl 須恵 ・ 甕 明灰色 普通 石英． 長石、 黒色粒 破片 覆

汁土油
會波 外

叩
面

き 、
平行木 叩

野
き 、 内面

35 須恵•横瓶 灰色 良好 百英 、 長石、 砂粒 破片 ナ
投ァ古 、

、
外
未

面
野

平行 叩 き 、 内面

36 上師 ・ 甕 (U.01) 《7. 3》 橙褐色 秤通 石英 、 角I刃石、 砂粒 図示:l0% 凶,1<
37 士師 ・ 甕 (20. 0) 《0. 8》 灰橙褐色 杓通 石英 、 角閃6 、 長石 、 砂粒 図ホ25:1: カマド
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2号住居跡出土遺物観察表(2)
番号 器種 口径(cm) 器店(cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残｛が率 ＂閉 考
38 t師・漿 (2 l. 0) 《0. 8〉〉 橙褐色 抒通 砂

打
粒
英、 角閃石、 チャ ー ト 、 図示15匁 覆J::

39 上師· 甕 (20. 0) 《6. 0〉) 暗貨褐色 普通 石炎、 角l因石、 砂粒 図示10災 カマド
·10 土師・小利甕 (16. 8) 《9. 2》 灰赤褐色 普通 石炎． 角閃石． バミス ． 砂 図示15% 覆士｀氾入粒
ell 土師・小型甕 (9 9) 《�- 8》 橙褐色 芍通 石英 、 長石 、 角閃石（精良） 図示15% 投土
12 土師・台付甕 《3. I》 10. 2 にぶい黄赤色 l伶通 石英、 角閃石 、 砂粒 図ホ50% 稜土
13 鉄鏃 長さ0. 7cm 幅 2. 7cm 序さ0. 1cm 頂さ10. 9g 覆上 、 雁又式
1、1 舵r� 長さ2. 2cm 船2. 1cm 厚さ0. 2cm 頂さUg 覆上亀火金具．府滅
15 磨痕石 長さ5. 8cm 幅5. 1cm 肛さ,I. �cm 頂さ67. lg 石

石
質安角山料OO 図示

16 土錘 長さ5. 5cm 幅I. ,1cm 孔径0. �CID 頂さ7. 7g 普通 微砂粒 1001 覆土
,17 土錘 長さI. 0cm 幅I. 5cm 孔径0. 4cm 煎さ5. 9g 粋通 微砂粒 60, 殺土
118 土錘 長さI. 0cm 幅I. 2cm 孔径0. 1cm 旧さ5. �g 普通 粕良 70匁 粒土

ヽ

ヽ

ヽ

ー

｀

ー

ー

＼
 

ー

々

ヽ
＼
 

＼
 

伶

讐

・ □
〗

ヽ

＇

 

:)
 

,．,＇｀
，
＇

,‘
 

.

9

．

 

col SJ2 

・'
|

、g

.L 
52. 90m

一K.

｀
第18図 3号住居跡実測図

戸戸/ 三

2m 

り

第19図 3号住居跡出土遺物実測図

I;) !}3 

10cm 

ffi『予i『『 I
底

T'1-1:1 詞
砂粒 喜拭…一

- 21-

、

~，，・

~ ヽ \'、‘、~’’’  ’’ ’’ ’ ’’’ 

I $」4

｀ 
I 

I 

~\ 

． .. 

n77~ 



; ,--
， ， 吟

, SJ3 
1 ，令、

- --.._ I 
, I ,'� 各
-
- -, 

, : 
、 ,ヽ

, ＇ ’ 

' 
｀ ＇

' I

＇、-' ヽヽ

令�"

公一

ー

1

1
 

ー

9
1

1

9
1

 

9

9

1

1

9
9
9
1

 

1

1

9

9
 

SJS 

SJ2 

』
ヽ

ヽ

ヽ

＼

1

9

1
 

，

 

1

9
 

4乃住居跡上屈説明
l 暗茶褐色土 ロー ム粒を多凪含む。

2暗茶褐色土 ローム粒を多杖、 ロームプロック ・
炭化物粒を少駄含む。

ロー ム粒を多駄 ロームプロック・
炭化物粒を少秋含む。
3 Iii! に類似するが、 ロームプロック

の粘入3刑より多い。

3
 

暗黄褐色土

暗黄褐色上
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第20図 4号住居跡実測図
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4号住居跡出土遺物実測図(1)
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第22図 4号住居跡出土遺物実測図(2)

4号住居跡出土遺物観察表
番号 器 種 口径(cm) 器高 (cm) 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備 考

1 土師・杯 (l 1. 7) 《2. 5》 " 灰赤椙色 普通 微砂粒 図ホ251 覆土、 外面に油脂状黒斑
2 土師 ・ 坪 (13. 2) 《2.6》 橙色 普通 石英、 角閃石、 微砂粒 図ホ10, 覆土
3 土師・坪 《2. 4》 橙褐色 普通 微砂粒 破片 覆土
4 土師・皿 (15. 9) 《2. 0》 暗灰赤色 普通 精良 破片 覆土 、 内外面に油脂状黒色物
5 土師・器台 (10. 4) 《3. 0 〉〉 灰橙褐色 普通 石英、 角閃石、 赤色粒 図示10% 覆土、 混入
6 須恵・婉 灰色 普通 石英、 長石 破片 覆土 、 稜椀、 末野
7 須恵 ・ 蓋 明灰色 やや悪 石英、 片岩、 黒色粒 破片 覆土 、 末野、 厖滅
8 須恵 ・ 盤 ．． 《1. 9》 (20. 0) 明灰色 普通 石英、長石 、 片岩、 黒色粒 図和5% 覆土 、 末野
， 須恵・甕 明灰色 菅通 石英、 長石 破片 日土、 外面;�叩き後ナプ 、

面ナデ、
10 須恵・甕 " 灰色 良好

緻
・堅 石英．長石 破片 覆土海:；

外面平行
末
叩き、 内面

青 波叩き 野
II 須恵・甕 明灰色 良好 石英、長石、 （精良） 破片 覆回土転、ナ

外デ、
面平

末
行
野

叩き、 内面

12 土師・小型甕 (16. 2) 《3. 2》 灰褐色 普通 石英、 チャ ー ト、長石、 微砂粒 図ホ20% 覆土
13 土師・甕 (23. 9) 《7. 0》 にぷい橙褐色 普通 石英、 雲母、 微砂粒 図ホ15箕 覆土
14 土師・甕 (21. 8) 《10. 8》 9● 灰黄赤色 普通 石英、 角閃石、 チャー ト、 砂粒 図ホ25% 図ホ
15 土師・甕 (22. 0) 《13. 1》 橙褐色 普通 石英、 バミス 、 角閃石 、 長 図示20名 覆土石 、 砂粒
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5号竪穴住居跡
調査区の北西隅に位硲する。
住居の北西部が調査区域外にあるため 、 全容は不明

である。 平面形態は長方形ないし方形を呈すると想定
され、 東西4. 8m 、 南北2. 4m以上を測る。 主軸方位は、

不明である。
壁は角度をもち掘り込まれ、 床面は若干の凹凸をも

つ。 確認面からの深さは、 45cm前後を測る。
壁溝は、 確認できた範囲で検出され、 幅12......., 20cm、

床面からの深さ4cm前後を測る。

＼ 

-�

• 一，

A' 

52. 70m 

ニニニ三冒

土坑は、 床面上に2基が検出された。 いずれも楕円
形を呈し、 直径100 ,._,_, 120cm、 深さ20......., 32cmを測る。
また、 ピットは南コ ーナーにおいて1基が検出された。
平面形態は円形を呈し、 直径40cm、 深さ19cmを測る。

カマドは、 調査区域内では確認できなかった。
出土迫物で特箪されるのは、 円面硯 (No.27) と権 (No.

37)である。 このほかに土師器の杯• 皿・鉢・甕• 台
付甕、 須恵器の坪• 高台付坪．蓋・ 婉• 盤• 長頸瓶 、

土錘などが出土した。時期は8世紀中葉と考えられる。

5号住居跡土府説明

I 褐 色 土 ローム粒を少鼠、 焼土粒・炭化物粒を微駄含む。

2 JJ:I褐色土 ロー ムプロック ・ 炭化物粒を微沢含む。

3 黄茶褐色上 ロー ム粒を多棗、 焼土粒• 炭化物粒を少ti!.
ロー ムプロックを微絨含む。

I 暗褐色土 ロー ム粒を多碩 ． 焼土粒 ・ 炭化物粒を微R含む。

5 明褐色士 ローム粒を多R 、 ロ ームプロックを少鮎含む．

6 暗褐色土 ロー ム粒 ・ ロームプロックを少鼠、 焼土粒．

炭化物粒を微伍含む。

2m 

第23図 5号住居跡実測図
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第26図 5号住居跡出土遺物実測図(3)

5号住居跡出土遺物観察表
番号 器 種 口径(an) 器高（叩） 底径(cm) 色調 焼成 胎土 残存率 備 考

1 土師 ・ 坪 13. 5 2. 7 9. 7 橙褐色 良好 石英、 角閃石、 砂粒 75名 図不、 内面放射状暗文

2 土師・坪 (14. 0) 3. 1 (9. 0) 橙褐色 普通
石英、 角閃石、 チャ ー ト 、

図示10, 覆土、 内面放射状暗文砂粒
3 土師 ・ 坪 (14. 1) 《2. 5》 灰橙褐色 醤通 石英、 角閃石、 雲母 図加 Ot 覆土、 内面放射状暗文
4 土師・坪 (15. 8) 3. 7 {10. 7) 赤褐色 良好 石英． 角閃石、 雰母、 微砂粒 図和 5% 覆土、 内面放射状暗文
5 土師· 杯 (10. 8) 2. 5 灰赤褐色 普通 石英、 角閃石、 雲母 40% 覆土
6 土師・坪 (12. 7) (2. 6) にぷい黄赤色 普通 石英、 角閃石、 雲母 図ホ20名 覆土
7 土師 ・ 坪 (12. 8) 《2 9》 橙褐色 普通 石英、角閃石、 雲母（精良） 図ホ10\ 覆土
8 土師 ・ 坪 (12. 3) (3. 4) 橙褐色 普通 石英、 角閃石、 微砂粒 35ぢ 覆土
， 土師 ・ 坪 (13. 0〉 《2. 2》 橙褐色 普通 石英、 角閃石、 微砂粒 図和5% 覆土

10 土師・坪 (12. 5) (3. 3) 灰褐色 やや悪 石英｀ 角閃石、 微砂粒 図示25% 覆土
11 土師・杯 (13. 5) 《2. 6》 橙褐色 普通 石英、 長石、 角閃石、 微砂粒 図ホ20% 覆土
12 土師 ・ 坪 (12. 9) 3. 2 Lぷい橙褐色 普通 石英 、 角閃石、 雲母 、 赤色粒 35% 覆土
13 土師 ・ 坪 (13. 5) (3. 2) 灰褐色 普通 石叉角閃石雲母 図ホ20\ 覆土

14 土師 ・ 坪 (15. 5) (3. 4) 灰赤褐色 普通
石央、 角閃石、 パミス 、 微

図示20% 覆土砂粒
15 土師・杯 (14. 7) (3. 2) 灰赤褐色 普通 石英、 角閃石、 微砂粒 図和 5名 覆土
16 土師 ・ 皿 14. 4 2. 9 橙褐色 普通 石英、 角閃石、 微砂粒 100% 図示

17 須· 坪 (13. 9) 3. 8 (8. 5) にぶい灰色 普通 石英、 長石、 針状物 40% 覆土 、 底部周辺回転箆、 南
比企、 1号住遺物と接合

18 須恵・坪 (13. 8) 3.6 8. 3 淡灰色 普通 石英、 雲母、 長石 60芯 覆土、 底部回転箆切り 、 末野？
19 須恵 ・ 坪 (13. 8) 《3. 3〉〉 灰色 良好 石英、 長石、 針状物 図示20名 覆土 、 南比企
20 須恵 ・ 坪 (13. 7) 《3. I》 明灰色 良好·堅緻 石英、 長石、 針状物 図ホ 7% 覆土 、 南比企
21 須恵・坪 (13. 5) 《3. 6》 灰黄褐色 不良 石英、 砂粒 図示101' 覆土、 末野
22 須恵・婉 明灰色 普通 石英、 長石、 黒色粒 5l 覆土 、 南比企
23 須恵•高台付坪 《1 8》 (10. 0) 明灰色 普通 石英 、 長石微砂粒 図ホ30% 覆土、 末野
24 須恵 ・ 酉 (18. 6) 《1. 8》 明灰色 やや悪 石英、 長石、 黒色粒、 微砂粒 破片 覆土、 末野
25 須恵・盤 明灰色 普通 石英、 長石、 黒色粒 破片 覆土、 末野
26 須恵•長頸瓶 明灰色 良好 長石、 黒色粒 破片 覆土、 群馬産
27 須恵• 円面硯 《4. 2》 (22. 8) 明灰色 普通 石英、 長石、 片岩、 黒色粒 図和0% 覆土、 末野、 1号住遺物と接合

28 須恵・甕 ．． 灰色 良好 石英、 長石、 黒色粒 図示25% 図示、 外面平行叩き 、 内面
青海波叩き． 末野

29 土師・鉢 (18. 8) 《10. 7〉〉 橙褐色 普通
石英、 角閃石、 パミス 、 黒

図示15% 覆土色粒、 微砂粒

30 土師 ・ 台付甕 灰黄赤色 苔通
石英、 角閃石、 チャ ー ト 、

図示90� 覆土砂粒、 パミス
31 土師 ・ 甕 《2. 6》 (6. 7) にぷい黄褐色 普通 石英、 雲母、 砂粒 図ホ50% 覆土
32 土師 ・ 甕 《3. 0》 (7. 8) 灰黄赤色 普通 石英、 角閃石、 砂粒 図ホ30% 覆土

33 土師・甕 (21.3) 《7 4》 橙褐色 普通
石英 、 チャ ー ト 、 角閃石、

図示23% 床下土漿雲母、 パミス、 砂粒
34 土師・甕 (21. 0) 《7. 2〉〉 • にぷい橙色 普通 石英、 角閃石． 砂粒 図ホ 15l 覆土
35 土師・甕 (21. 8) 《7. 2》 ．． 暗灰黄赤色 苔通 石英、 角閃石、 長石、 砂粒 図示10,; 覆土
36 土師・甕 《4. 1》 6. 2 灰褐色 昔通 石英 、 角閃石、 パミス 、 砂拉 図ホ10, 覆土

37 石製品 長さ 5. 7cm 幅3. 3cm 厚さ2. 5cm 重さ 67.Og 石質凝灰 図ホ 、 2 ヶ所に穿孔、 1 つ
岩 は未貫通、 「権」か

38 土錘 長さ6. 4cm 幅t 5cm 孔径0.4cm 重さ 10 2g 普通 微砂粒 100% 覆土
39 闊石 長さ 6. 7cm 幅4.7cm 厚さ3. 1cm 重さ 138. 2g 石質安山岩 100、 覆土
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W まとめ

今回検出された遺構は、 竪穴住居跡6軒である。 遺

構の重複関係から1 a号住居跡→ 1 b号住居跡、 4号

住居跡→ 3 号住居跡→ 2 号住居跡→ 1 b 号住居跡とい

う時間的推移が確認された。 4 号住居跡と 5 号住居跡

については、 調査区域外で重複するため 、 新 l日関係は

迫構上からは判別できなかった。

これらの結果と出土した土器形式から、 竪穴住居跡

を古い順に 4 号住居跡を 7 世紀末葉、 3 号住居を 8 世

紀初頭 、 1 a住居跡を8世紀初頭～前葉 、 5号住居跡

を 8 世紀前葉～中葉、 2 号住居跡を 8 世紀中葉 、 1 b

号住居跡を8世紀後半と想定した。 ただし、 土器の小

破片が数点のみの出土という3号住居跡のようなケー

スもあり、 再考の必要があると考えられる。

今回出土した追物群のなかでも、 榛沢郡術との関連

を想定させるものがあるので、 以下に記す。

円面硯 8世紀前葉～中菜と考えられる 5 号住居跡

から出土した。 小破片ではあるが 、 脚部に方形の透か

しを施していることが確認できる。 胎土から同郡内の

末野産と考えられる。 熊野追跡では、 24点目での検出

となる。

帯金具 銅製の錠尾で、 2 号住居跡から出土した。

熊野追跡（内出遺跡を含む）では、 17点目の出土品で

ある。 これらを形式に分類すると、 絞具 l 点、 巡方 6

点、 丸鞘3点、 錠尾7点となる。 今回の出土品は表具

のみであったが、 表潟一体となった金具も2組発見さ

れている。

権状製品 凝灰岩製の長さ5. 7cm、 幅3. 3cm、 厚さ

2. 5cm、 重さ67. Ogを測る。2箇所に穿孔されているが、

1箇所は未貫通である。 その形状から里さを最るため

の「権」であると推測した。 ただし、 当時の重呈の単

位である「錬」「両」「斤」といったものには当てはま

らないので、 確証は得られない。

いずれにせよ、 これらの追物は、 通常の遣跡からで

はなく官術関連追跡から検出されるものであり、 すで

に指摘されているように本追跡と榛澤郡家との関わり

をあらためて示すものと言える。

また、 1 b号住居跡から盟書土器が検出された。 土

師器坪の底部に一文字が艇害されており、 「本」の崩

し字と考えてみた。 本については諸説あるようである

が、 高島英之氏は「奉」の省略形である可能性を指摘

されている(?Ji島 ）。 「奉」は、 神仏に
＂

タテマッ

ル
”

行為を示す文字である。 熊野追跡は、 これまで陶

製仏殿や柄香炉状製品、 「道乙朋道具伏状」の刻字紡

錘車・「神主内」盛苫土器などが出土しており（第27

図参照） 、 様々な祭祀行為が行われていたことが指摘

されている。 本遣物は、 このことを傍証する追物が追

加されたと言えよう。

次に、 本調査区周辺に目を向けると 、 北方の3地点

で道路状誼構が検出されている。 両端に側溝を持ち 、

一部で波板状圧痕も確認され、 幅6-7mを測る。 73

次調査区で竪穴住居跡と切り合い関係を有し、 8世紀

前半には廃絶していた可能性が高い。 この道路遺構を

北に延長すると榛沢郡正倉跡が検出された中宿追跡に

至ると考えられる。 一方、 南に延長すると 、 本調査地

点の脇を走行すると想定される。

そこで改めて今回の追構を見てみると、 1 a号住居

跡を除く5軒の竪穴住居跡が、 この道路状逍構に平行

ないし直行していることがわかる。 当然ながら、 この

道路状逍構の方位に規制を受けたことが判る。 とすれ

ば 1 b号住居跡の存続した8世紀後半までは、 少な

くとも道路としての機能を有していたか、 あるいはそ

れに付随する区画が存続していたこととなろう。

残念ながら、 他の地点からは道路状遣構の延長部が

確認されておらず、 今後の調査例の増加が待たれると

ころである。

引用・参考文献

•高島英之「古代出土文字頁料の研究」2000

• 富田和夫他「熊野遺跡A·C· D区」2002

埼玉県埋蔵文化財調査事業団

•烏羽政之・武野谷俊夫「熊野追跡I」2001

岡部町造跡調査会

• 烏羽政之他「熊野迫跡皿」2004

岡部町教育委員会
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第27図 熊野遺跡163次調査周辺遺構図(1)
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図版1

発掘調査前

発掘調査風景

1 a · 1 b号住居跡完掘状況

表土掘削状況

遺構確認状況

1 a · 1 b号住居跡遺物出土遺物

1 a号住居跡カマド遺物出土状況 1 b号住居跡カマド完掘状況



図版2

2号住居跡完掘状況 2号住居跡遺物出土状況

2号住居跡カマド遺物出土状況 3 · 4号住居跡完掘状況

5号住居跡遺物出土状況 5号住居跡権出土状況

完掘状況1 (西方より撮影） 完掘状況2 (東方より撮影）



図版3
．^  

1 a号住居跡No. 1 1 a号住居跡No.2 1 a号住居跡No.3

1 a号住居跡No.10 1 a号住居跡No.11

1 a号住居跡No.12 1 b号住居跡No.3



図版4

l b号住居跡No.9 1 b号住居跡No.17 1 b号住居跡No.18

1 b号住居跡No.34 1 b号住居跡No.35

1 b号住居跡No.42...., 48 

＇

 

1 b号住居跡No.36 1 b号住居跡No.49·50

． 

＇ 



図版5

2号住居跡No.10
2号住居跡No.13 2号住居跡No.14

2号住居跡No.15
2号住居跡No.16 2号住居跡No.17

2号住居跡No.19

2号住居跡No.24

2号住居跡No.32

2号住居跡No.36
2号住居跡No.37

.,. 



図版6

� 

2号住居跡No.38

2号住居跡No.44

2号住居跡No.43

2号住居跡No.46 -48 

3号住居跡No. 1 ....., 3 

2号住居跡No.39

2号住居跡No.42

0 5cm 
� —---

2号住居跡No.45

4号住居跡No.1-8



図版7
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